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目
次 

 
一 
女
性
局
と
そ
の
派
生
組
織
・
女
性
現
実
研
究
所
（
女
現
研
、
ウ
ィ
ル
ー

ル
）
の
違
い
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
目
的
に
つ
い
て 

二 

女
性
編
纂
別
添
資
料
（
女
性
系
）
の
概
要 

三 

閲
覧
室
の
運
営 

四 

女
性
共
同
研
究
（
女
子
寮
の
運
営
な
ど
） 

五 

女
性
局
・
女
現
研
の
あ
ゆ
み 

（
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
、
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く

会
、
（
続
）
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
、
岩
崎
純
一
研
究
会
） 

 

六 

岩
崎
純
一
（IJ

A
I

所
長
、
女
性
局
長
、
女
性
現
実
研
究
所
最
高
代
表
、

連
携
女
子
寮
・
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
特
別
顧
問
）
が
教
員
・
講
師
（
非
常
勤

講
師
、
特
別
講
師
、
招
聘
講
師
、
ゲ
ス
ト
講
師
な
ど
）
を
務
め
る
大
学

の
現
役
女
子
学
生
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
に
関
す
る
注
意
事
項 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
八
年
九
月
三
十
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
九
月
十
五
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日 

更
新 

 

二
〇
二
〇
年
四
月
七
日 

最
終
更
新 

  

一 

女
性
局
と
そ
の
派
生
組
織
・
女
性
現
実
研
究
所
（
女
現
研
、
ウ
ィ
ル
ー
ル
）

の
違
い
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
目
的
に
つ
い
て 

  
IJ

A
I

の
女
性
局
は
、
広
義
に
は
女
現
研
を
含
み
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
現

在
ま
で
のIJ

A
I

女
性
ス
タ
ッ
フ
やIJ

A
I

へ
の
協
力
女
性
（
巫
女
、
歌
道
子
女
、

性
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
・
精
神
障
害
・
神
経
障
害
の
経
験
女
性
、
社
会
人

女
性
、
主
婦
、
女
子
大
学
生
、
女
子
高
校
生
な
ど
）
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

IJ
C

A

・IJ
C

W

・IJ
A

L

・IJ
D

C

の
女
性
部
門
（
巫
女
神
道
・
歌
道
関
連
資
料
、

性
的
内
容
な
ど
）
を
統
括
し
て
い
ま
す
。
公
表
し
て
い
る
資
料
は
、
提
供
女
性

か
ら
（
主
に
個
々
の
女
性
の
現
実
を
世
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
）
公
表
の
要
望
が
あ
っ
た
か
、
公
表
の
許
可
が
得
ら
れ
た
も
の
の
み
で
す
。 

 

 

女
性
局
と
女
現
研
は
、
ど
ち
ら
もIJ

A
I

か
ら
派
生
し
た
組
織
で
す
が
、
自
治

性
・
独
立
性
の
高
さ
と
扱
っ
て
い
る
資
料
が
違
い
ま
す
。 

 

 

女
性
局
は
、
岩
崎
所
長
と
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
協
議
に
よ
り
、IJ

A
I

内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
岩
崎
に
対
し
て
自
治
を
保
ち
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
もIJ

A
I

の
内

部
組
織
で
、
む
し
ろ
岩
崎
所
長
と
共
にIJ

A
I

本
部
を
構
成
し
て
岩
崎
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
扱
う
内
容
も
、
岩
崎
の
学
術
活
動
に
準
じ
、
岩
崎
の
巫
女
神

道
・
和
歌
・
古
典
論
へ
の
協
力
な
ど
、
高
度
に
哲
学
的
・
学
術
的
な
内
容
を
扱

い
ま
す
。
ま
た
、
岩
崎
・IJ

A
I

本
部
と
女
現
研
と
の
間
の
著
作
権
の
譲
渡
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。 

 

活
動
場
所
は
、IJ

A
I

本
部
、
巫
女
が
勤
務
す
る
神
社
・
社
務
所
、
ス
タ
ッ
フ

が
居
住
す
る
女
子
寮
・
女
子
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
な
り
ま
す
。 

 

女
性
局
は
、
元
を
辿
れ
ば
、
主
に
三
つ
の
女
性
サ
ー
ク
ル
（「
岩
崎
純
一
さ
ん

と
の
合
同
勉
強
会
」、「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」、「（
続
）
岩
崎
純
一

さ
ん
に
会
い
た
い
会
」）
の
共
同
体
で
す
。
現
在
は
、
岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）

に
基
づ
き
、
女
性
局
以
下
に
女
性
部
、
女
性
班
、
女
性
係
な
ど
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
集
の
序
巻
～
第
七
巻
を
ご
覧
下
さ

い
。 

 

 

一
方
、
女
性
現
実
研
究
所
（
女
現
研
、W

o
m

e
n

's 
R

e
a
l-L

ife
 
R

e
se

a
rch

 

L
a

b
o
ra

to
ry

、W
R

L
R

L

、
ウ
ィ
ル
ー
ル
）
は
、
女
性
局
が
女
性
の
性
に
関
す

る
内
容
（
性
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
な
ど
）
を
調
査
研
究
・
通
報
す
る
際
の

実
動
部
隊
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
機
構
の
名
称
で
す
。
岩
崎
に
一
極
集
中
し

て
き
た
女
性
た
ち
か
ら
の
性
的
内
容
を
含
む
相
談
・
資
料
の
分
散
化
を
図
る
た

め
、
岩
崎
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
設
置
さ
れ
、IJ

A
I

の
外
局
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
複
数
の
女
性
を
共
同
代
表
（
セ
ク
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
）
と

し
、IJ

D
C

の
女
性
局
（
長
）、
女
性
部
（
長
）、
女
性
班
（
長
）
な
ど
は
、
そ
の

ま
ま
女
現
研
の
セ
ク
タ
ー
（
リ
ー
ダ
ー
）
、
グ
ル
ー
プ
（
リ
ー
ダ
ー
）、
コ
ホ
ー

ト
（
リ
ー
ダ
ー
）
な
ど
、
す
な
わ
ち
各
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
ス
ラ
イ
ド
し
て
、
調
査

部
隊
（
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
）
と
し
て
機
能
す
る
即
応
体
制
（
ク
ラ
ス
タ
ー
・
ス
ラ
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イ
ド
・
シ
ス
テ
ム
）
を
と
っ
て
い
ま
す
。
岩
崎
は
、
女
現
研
内
で
は
最
高
代
表

な
ど
別
の
名
称
で
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

女
現
研
は
、
岩
崎
が
女
性
の
手
中
へ
の
全
面
移
管
を
要
求
し
て
い
る
資
料
（
女

性
の
著
し
い
性
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
資
料
な
ど
）
の
引
き
受
け
や
調
査
研

究
を
優
先
的
に
行
い
ま
す
。
女
性
の
皆
様
か
ら
岩
崎
・IJ

A
I

に
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
性
的
暴
行
・
虐
待
そ
の
他
の
性
被
害
の
相
談
に
つ
い
て
、
自
治
体
、
児

童
相
談
所
、
警
察
、
学
校
な
ど
に
通
告
・
通
報
を
行
っ
て
い
る
の
も
女
現
研
で

す
。 

 

活
動
場
所
は
い
く
つ
か
の
女
子
寮
や
女
子
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
分
か
れ
、
う
ち

一
つ
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
子
寮
）
は
女
現
研
専
用
施
設
と
し
て
の
整
備
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
性
被
害
女
性
を
守
る
た
め
、
活
動
内
容
や
活
動
拠
点

の
多
く
を
公
表
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秘
密
活

動
結
社
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
被
害
の
実
物
（
被
害
日
記
、
写
真
、
衣
類
等
）

は
女
子
寮
附
属
の
保
管
庫
へ
入
れ
ら
れ
、
報
告
文
書
作
成
、
シ
ス
テ
ム
構
築
、

サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
は
岩
崎
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
の
試
み
は
、
単
な
る
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
、
刑
法
、

民
法
、
著
作
権
法
な
ど
の
現
日
本
国
の
法
規
体
系
と
現
代
日
本
女
性
の
生
活
、

人
生
、
権
利
の
関
係
を
考
察
す
る
社
会
実
験
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
、
痴
漢
（
冤
罪
も
）
や
慰
安
婦
問
題

な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
極
左
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
団
体
も
極
右
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

団
体
も
発
言
権
を
増
し
、
国
民
が
左
右
二
極
化
し
て
い
る
現
代
日
本
に
お
い
て
、

様
々
な
大
学
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
一
人
の
男
性
（
岩
崎
）
が
女
性
た

ち
か
ら
の
性
的
内
容
を
含
む
相
談
・
資
料
を
大
量
に
抱
え
込
ん
で
お
く
こ
と
は
、

や
は
り
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。 

 

 

そ
こ
で
、
東
洋
哲
学
的
観
点
を
基
軸
と
し
て
総
合
学
術
を
展
開
す
る
岩
崎
と
、

そ
の
試
み
に
賛
同
す
る
女
性
た
ち
が
協
力
し
合
い
、「
女
性
の
性
に
関
す
る
セ
ル

フ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
計
画
」
と
し
て
、
資
料
を
徐
々
に
女
性
た
ち
に
移
管
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
具
体
的
な
移
管
先
と
し
て
女
性
現
実
研
究
所
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
タ
ブ
ー
・
言
及
禁
止
事
項
は
全
く
設
け
ず
、

女
性
た
ち
自
身
が
「
女
性
現
実
」
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
無
作
為
に
、
無
為
の
境

地
で
公
表
す
る
場
と
し
て
、
設
置
す
る
も
の
で
す
。 

 

 

私
た
ち
は
、
岩
崎
・IJ

A
I

と
女
性
局
・
女
現
研
の
住
み
分
け
を
定
期
的
に
議

論
し
、
二
〇
五
〇
年
頃
ま
で
の
体
制
の
完
全
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
最
大

限
の
中
立
性
を
図
る
た
め
、
特
定
の
女
性
人
権
団
体
、N

P
O

、
宗
教
団
体
、
社

会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
の
幹
部
（
法
人
は
法
人
の
役
員
・
構
成
員
）
の

女
性
は
、
女
性
局
・
女
現
研
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

  

二 

女
性
編
纂
別
添
資
料
（
女
性
系
）
の
概
要 

 

「
女
性
編
纂
別
添
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
、IJ

C
A

・IJ
C

W

の
構
成
資
料
で
あ

り
つ
つ
、
岩
崎
の
要
請
・
監
督
の
も
と
に
女
性
局
・
女
現
研
ス
タ
ッ
フ
が
主
導

し
て
管
理
す
る
調
査
研
究
資
料
で
す
。
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
、IJ

D
C

と
『
全
集
』

序
巻
～
第
七
巻
の
定
め
に
従
っ
て
編
纂
・
収
録
し
て
い
ま
す
。
一
般
女
性
も
収

録
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
IJ

D
C

方
式
（「
○
系
○
群
○
類
○
綱
・
・
・
」）
に
お
け
る

IJ
C

A

・IJ
C

W
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の
女
性
編
纂
別
添
資
料
は
、「
○
女
性
系
○
女
性
群
○
女
性
類
○
女
性
綱
・
・
・
」

で
表
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
は
、
旧
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
に

掲
載
し
て
い
た
女
性
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
に
新
た
な
資
料
を
追
加
し
再
編
し
た
も

の
で
、
次
の
よ
う
な
資
料
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 
 

女
性
局
の
資
料
「
女
性
編
纂
別
添
資
料
」 


 

 

女
性
の
性
に
関
す
る
内
容
を
含
ま
な
い
が
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
（
で

あ
る
こ
と
）
が
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
資
料 

：
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
対
象
外
と
な
る
女
子
に
固
有
の
職
業
（
巫

女
な
ど
）
に
関
す
る
学
術
資
料
（
巫
女
神
道
論
な
ど
）、
女
性
に
特
有

の
精
神
障
害
・
神
経
障
害
に
関
す
る
学
術
資
料
な
ど
。 

 

収
録
・
保
管
先
は
、 


 

IJ
C

A

・IJ
C

W

の
「
通
常
資
料
フ
ォ
ル
ダ
（
保
管
庫
）」

 

一
部
（
著
作
権
に
関
す
る
事
項
な
ど
）
は
ピ
ン
ク
の
「
女
性
編

纂
別
添
資
料
フ
ォ
ル
ダ
（
保
管
庫
）
マ
ー
ク
」

 

 

 
 

女
性
現
実
研
究
所
の
資
料
『
女
性
現
実
物
語
』 


 

 

女
性
の
性
に
関
す
る
内
容
を
含
む
資
料 

：
女
現
研
が
『
女
性
現
実
物
語
（W

o
m

e
n

's 
R

e
a

l-L
ife

 
T

a
le

s

、

W
R

L
T

、
ウ
ィ
ル
ト
）』
と
し
て
編
纂
。
広
義
に
は
「
女
性
編
纂
別
添

資
料
」

に
含
ま
れ
、
岩
崎
の
作
成
・
執
筆
資
料
は
そ
の
ま
ま
岩

崎
も
管
理
を
担
当
す
る
。
但
し
、
女
性
た
ち
か
ら
の
著
し
く
性
的
な

内
容
を
含
む
精
神
障
害
・
神
経
障
害
の
相
談
な
ど
の
文
書
資
料
で
あ

る
が
た
め
に
、
女
現
研
が
介
入
し
、IJ

C
A

・IJ
C

W

へ
の
収
録
を
保

留
し
て
い
る
状
態
が
、『
女
性
現
実
物
語
』
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
た

ち
か
ら
岩
崎
・IJ

A
I

に
提
供
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
提
供
希
望
の
あ
っ

た
、
性
被
害
を
証
す
る
日
記
、
写
真
、
衣
類
な
ど
は
、
岩
崎
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
女
現
研
ス
タ
ッ
フ
が
居
住
す
る
女
子
寮
・
女
子
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
保
管
庫
で
保
管
。 

 

収
録
・
保
管
先
は
、 

https://iwasakijunichi.net/
https://iwasakijunichi.net/
https://iwasakijunichi.net/
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
 

女
性
局
の
実
動
調
査
部
隊
「
女
性
現
実
研
究
所
」
の
サ
イ
ト
、

お
よ
び
連
携
女
子
寮
・
女
子
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス 

 

 

参
考 

（
旧
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
） 

  

三 

閲
覧
室
の
運
営 

 

 

女
性
局
の
メ
ン
バ
ー
は
、
岩
崎
に
許
可
を
得
た
上
で
、
自
分
た
ち
が
居
住
す

る
女
子
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
中
に
、
岩

崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
自
由
な
閲
覧
室
（
閲
覧
ス
ペ

ー
ス
、
閲
覧
端
末
）
を
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
設
置
・
運
営
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
、
シ
ス
テ
ム
構
築
は
岩
崎
が
担
当
。） 

 

詳
し
く
は
、『
全
集
』
第
一
集
の
序
巻
～
第
七
巻
を
ご
覧
下
さ
い
。 

  

四 

女
性
共
同
研
究
（
女
子
寮
の
運
営
な
ど
） 

  

岩
崎
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
共
感
覚
や
知
覚
世
界
、
思
想
・
論
考
、
制
作
言

語
、
和
歌
な
ど
の
全
貌
に
つ
い
て
、
女
性
研
究
者
・
女
子
学
生
や
、
古
代
の
巫

女
舞
・
託
宣
の
祭
祀
を
継
承
す
る
神
社
の
巫
女
が
中
心
と
な
っ
て
、
検
証
実
験
・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
・『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
閲
覧
室
（
閲
覧

ス
ペ
ー
ス
、
閲
覧
端
末
）
を
設
置
し
て
い
る
女
子
寮
や
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
と
は
別
に
女
性
メ
ン
バ
ー
が
運
営
・
生
活
し
て
い
る
場

で
す
が
、
時
々
岩
崎
を
招
聘
し
て
講
話
会
を
開
催
し
、
そ
の
一
部
の
文
字
記
録

は
『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
五 
女
性
局
・
女
現
研
の
あ
ゆ
み 

（
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
、
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
、
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（
続
）
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
、
岩
崎
純
一
研
究
会
） 

※ 
『
岩
崎
純
一
全
集
』
第
一
巻
の
年
表
や
第
二
巻
の
変
遷
表
も
ご
参
照
下
さ

い
。  

二
〇
〇
四
年 

現
女
性
局
・
女
現
研
の
最
高
代
表
か
つ
連
携
女
性
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
特
別

顧
問
で
、
最
大
の
支
援
者
で
あ
る
岩
崎
純
一
が
、
現
在
に
至
る
各
種
の
学
術

活
動
・
サ
イ
ト
運
営
（
旧
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
」
）
を

開
始
。 

元
々
「
共
感
覚
」
や
「
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
」
な
ど
人
間
の
特
殊
知
覚
や
特

殊
頭
脳
を
研
究
な
さ
る
た
め
、
サ
イ
ト
運
営
や
い
ろ
い
ろ
な
ご
活
動
を
開
始
。

岩
崎
氏
は
東
京
大
学
で
、
「
人
間
と
は
何
か
」
を
探
る
た
め
、
ニ
ー
チ
ェ
哲

学
や
実
存
哲
学
、
精
神
病
理
学
、
仏
教
哲
学
、
和
歌
、
言
語
学
、
数
理
論
理

学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
研
究
さ
れ
た
。 

二
〇
〇
五
年
～ 

岩
崎
氏
が
サ
イ
ト
で
共
感
覚
や
精
神
病
理
学
、
哲
学
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
研

究
内
容
を
追
加
・
発
表
。 

専
修
大
学
、
東
京
大
学
な
ど
の
女
性
研
究
者
・
女
子
学
生
や
、
古
代
の
巫

女
舞
・
託
宣
の
祭
祀
を
継
承
す
る
神
宮
・
神
社
の
巫
女
が
中
心
と
な
っ
て
、

岩
崎
の
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
共
感
覚
、
直
観
記
憶
、
超
音
波
知
覚
な
ど
）
の

検
証
実
験
・
研
究
を
開
始
。 

ま
た
、
岩
崎
の
講
義
の
聴
講
者
、
著
書
の
読
者
、
サ
イ
ト
閲
覧
者
の
女
性

か
ら
岩
崎
へ
の
感
覚
・
知
覚
に
関
す
る
相
談
・
質
問
や
人
生
相
談
（
特
に
共

感
覚
、
心
身
問
題
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
暴
力
被
害
、
発
達
障
害
、
不
登
校
な
ど
）

が
増
加
。 

 

二
〇
〇
七
年
～ 

 

 

岩
崎
氏
が
さ
ら
に
サ
イ
ト
を
拡
充
。 

岩
崎
氏
の
元
に
、
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
被
害
・
性
虐
待
・
性
被
害
に
よ
る
精
神
障

害
・
身
体
障
害
・
性
依
存
・
性
症
状
の
女
性
た
ち
か
ら
の
相
談
が
殺
到
。
以

後
、
様
々
な
症
状
や
被
害
、
境
遇
を
抱
え
る
女
性
た
ち
と
交
流
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
中
に
は
、
許
嫁
（
い
い
な
ず
け
）
と
呼
ば
れ
る
結
婚
相
手
が

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
親
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
先
の
巫
女
な
ど
、
特
殊

な
境
遇
の
女
性
た
ち
も
含
ま
れ
る
。 

 

岩
崎
氏
が
、
ご
本
業
の
あ
い
ま
に
、
さ
ら
に
人
間
そ
の
も
の
を
探
究
す
る

た
め
、
単
身
で
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
の
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

開
始
。
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
共
感
覚
者
や
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
や
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
）
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ
に
定
め
ら

れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
精
神
疾
患
・
発
達
障
害
・
行
動
障
害
者
、
性
被
害
・

Ｄ
Ｖ
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
の
女
性
な
ど
と
面
識
を
お
持
ち
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
女
性
た
ち
が
、
以
後
の
各
サ
ー
ク
ル
の
発
足
に
も
携
わ
る
。 
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こ
れ
に
伴
い
、
岩
崎
が
女
性
部
門
の
独
立
運
営
を
検
討
。
岩
崎
の
要
請
で

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
開
始
。 

精
神
障
害
・
身
体
症
状
を
持
つ
一
部
の
女
性
た
ち
（
統
合
失
調
症
、
気
分

障
害
、
解
離
性
障
害
、P

T
S

D

、
性
被
害
、
性
依
存
、
性
症
状
な
ど
）
が
、
空

想
・
妄
想
の
症
状
に
よ
り
、
岩
崎
氏
と
の
虚
偽
の
交
際
や
結
婚
の
決
定
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
（
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）
に
記
載
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
た
。
岩
崎
氏
お
よ
び
他
の
女
性
た
ち
に
よ
り
、
防
止
・
削
除
依
頼

活
動
を
お
こ
な
い
、
大
き
な
功
を
奏
し
た
。 

岩
崎
氏
が
「
岩
崎
式
日
本
語
」
の
考
案
を
本
格
的
に
開
始
。
こ
の
言
語
は
、

現
代
日
本
語
・
現
代
日
本
社
会
に
対
す
る
精
神
疾
患
者
の
違
和
感
を
記
述
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
お
も
に
性
虐
待
・
性
依
存
・
性
症
状
の
女
性
が
、

加
害
者
で
あ
る
親
族
に
内
緒
で
日
記
・
手
記
に
用
い
た
り
、
秘
密
裏
に
訴
訟

の
草
稿
に
用
い
た
り
す
る
た
め
に
、
考
案
さ
れ
続
け
て
い
る
。 

二
〇
〇
九
年 

岩
崎
氏
の
著
書
『
音
に
色
が
見
え
る
世
界 

「
共
感
覚
」
と
は
何
か
』
（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
新
書
）
が
出
版
さ
れ
る
。 

大
妻
女
子
大
学
、
駒
沢
女
子
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
十
文
字
学
園
女
子
大

学
の
有
志
の
女
子
学
生
ら
が
、
大
学
に
諮
っ
て
岩
崎
を
特
別
講
師
と
し
て
招

聘
し
、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」
を
名
乗
る
。
そ
れ
以
来
、
こ

れ
ら
の
女
子
学
生
を
中
心
に
運
営
さ
れ
、
社
会
人
女
性
、
心
身
障
害
女
性
、

主
婦
、
女
子
高
生
・
中
学
生
な
ど
も
参
加
。 

し
か
し
一
方
で
、
岩
崎
の
意
に
反
し
、
岩
崎
の
著
書
を
利
用
し
、
共
感
覚

者
を
自
称
し
て
、
有
償
で
の
共
感
覚
の
伝
授
を
謳
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
共
感
覚
ビ
ジ
ネ
ス
が
横
行
。
担
い
手
の
ほ

と
ん
ど
が
女
性
で
あ
り
、
共
感
覚
を
霊
能
力
な
ど
と
謳
っ
て
い
る
。
中
に
は
、

セ
ラ
ピ
ー
や
セ
ミ
ナ
ー
に
集
ま
っ
た
女
性
に
、
「
性
行
為
を
す
れ
ば
、
よ
り

高
い
ス
テ
ー
ジ
の
共
感
覚
を
獲
得
で
き
る
」
と
謳
い
、
女
性
を
洗
脳
し
た
り

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
た
り
す
る
団
体
ま
で
登
場
。
こ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
、
カ
ル
ト
宗
教
団
体
や
Ａ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
女
性
ら
（
の

グ
ル
ー
プ
）
で
あ
る
。
（
別
途
資
料
で
解
説
、
警
告
。
） 

ま
た
、
政
府
機
関
ま
で
も
が
「
共
感
覚
」
を
誤
解
ま
た
は
曲
解
し
、
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
覚
を
利
用
し
、
公
金
・
税
金
を
投
入
。 

こ
の
よ
う
な
共
感
覚
ブ
ー
ム
は
、
既
に
二
〇
〇
七
年
に
は
そ
の
兆
し
が
あ

っ
た
が
、
岩
崎
が
著
書
を
出
版
し
た
直
後
が
最
も
激
し
く
、
二
〇
一
三
年
前

後
ま
で
続
い
た
。
岩
崎
の
著
書
を
き
ち
ん
と
読
ま
ず
、
岩
崎
が
霊
能
力
と
し

て
の
共
感
覚
の
書
を
出
し
て
く
れ
、
自
分
た
ち
に
お
墨
付
き
を
与
え
て
く
れ

た
な
ど
と
し
て
、
岩
崎
を
利
用
し
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
が
急
増
し
た
た
め
で

あ
る
。 

そ
れ
以
降
の
時
期
は
、
比
較
的
正
し
く
学
問
的
な
共
感
覚
研
究
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
ブ
ー
ム
の
時
期
に
性
被
害
に
遭
っ
た
女
性
た
ち
が
孤
立
感
を
強

め
、
よ
り
一
層
岩
崎
と
の
勉
強
会
に
集
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

二
〇
一
一
年 
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岩
崎
氏
の
著
書
『
私
に
は
女
性
の
排
卵
が
見
え
る 

共
感
覚
者
の
不
思
議

な
世
界
』
が
出
版
さ
れ
る
。 

東
京
大
学
、
大
妻
女
子
大
学
、
共
立
女
子
大
学
、
駒
沢
女
子
大
学
、
帝
京

短
期
大
学
の
有
志
の
女
子
学
生
ら
が
、
大
学
に
諮
っ
て
岩
崎
を
特
別
講
師
と

し
て
招
聘
し
、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」
を
名
乗
る
。
そ
れ
以

来
、
こ
れ
ら
の
女
子
学
生
を
中
心
に
運
営
さ
れ
、
社
会
人
女
性
、
心
身
障
害

女
性
、
主
婦
、
女
子
高
生
・
中
学
生
な
ど
も
参
加
。
巫
女
・
神
道
関
係
子
女

に
運
営
が
移
る
。 

二
〇
一
二
年 

 

東
京
藝
術
大
学
の
有
志
の
女
子
学
生
が
、
大
学
に
諮
っ
て
岩
崎
を
特
別
講

師
と
し
て
招
聘
し
、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
を
名
乗
る
。
「
合

同
勉
強
会
」
・
「
お
話
を
聴
く
会
」
と
異
な
り
、
一
人
の
女
子
学
生
が
ほ
ぼ

単
独
で
主
催
。
ま
た
、
一
般
の
誰
も
が
参
加
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
約
百
名

が
参
加
し
、
一
回
の
規
模
と
し
て
は
三
サ
ー
ク
ル
の
中
で
最
大
と
な
っ
た
。

の
ち
、
初
回
を
聴
講
し
た
女
子
学
生
を
中
心
に
「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会

い
た
い
会
」
と
し
て
運
営
さ
れ
、
社
会
人
女
性
、
心
身
障
害
女
性
、
主
婦
、

女
子
高
生
・
中
学
生
な
ど
も
参
加
（
各
回
五
～
五
十
名
ず
つ
）
。  

二
〇
一
二
年
～ 

「
合
同
勉
強
会
」
、
「
お
話
を
聴
く
会
」
、
「
続 

会
い
た
い
会
」
の
三
つ

の
女
子
サ
ー
ク
ル
が
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
や
住
み
分
け
を
話
し
合
い
。

三
サ
ー
ク
ル
ど
う
し
で
メ
ン
バ
ー
を
少
し
交
換
。 

岩
崎
氏
か
ら
、
社
会
通
念
上
、
男
性
の
自
分
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
や
勉
強

会
で
扱
う
よ
り
は
患
者
女
性
た
ち
自
身
が
扱
う
こ
と
が
望
ま
し
い
身
体
症
状

や
内
容
（P

S
A

S

・R
e
G

S

な
ど
の
特
殊
身
体
症
状
や
特
殊
身
体
症
状
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
サ
イ
ト
の
更
新
や

勉
強
会
の
管
理
を
女
性
メ
ン
バ
ー
に
い
よ
い
よ
移
管
し
た
い
旨
の
ご
意
向
を

受
け
て
、
女
性
メ
ン
バ
ー
が
女
性
の
「
性
」
に
つ
い
て
の
研
究
会
を
発
足
。 

日
本
に
も
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
概
念
が
広
ま
り
、
以
前
か
ら
一
緒
に
住
ん
で

い
た
一
部
の
女
性
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
本
格
的
な
ハ
ウ
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
形

態
で
集
住
す
る
案
が
出
て
、
準
備
を
開
始
。
順
次
ハ
ウ
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

開
始
。
ま
た
、
岩
崎
氏
が
制
作
し
た
サ
イ
ト
構
築
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、

寮
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
を
強
化
。
こ
れ
に
よ
り
、
性
被
害
・
性
依

存
（
性
的
倒
錯
）
・
性
症
状
の
分
野
に
つ
い
て
、
女
性
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
管

理
・
更
新
に
移
行
が
ほ
ぼ
完
了
。
以
後
、
現
在
ま
で
継
続
的
に
ご
支
援
い
た

だ
い
て
い
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
岩
崎
氏
の
ご
著
書
や
ご
活
動
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
ゲ
ン

ロ
ン
の
代
表
取
締
役
で
作
家
・
思
想
家
の
東
浩
紀
氏
や
、
寮
生
（
被
害
者
）

に
暴
力
を
振
る
っ
た
加
害
男
性
ら
（
ケ
ン
ジ
氏
な
ど
）
が
、
ネ
ッ
ト
（
特
に

T
w

itte
r

）
上
で
岩
崎
氏
へ
の
罵
倒
を
展
開
す
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
岩
崎
氏
は
無
視
す
る
と
い
う
方
針
を
貫
か
れ
た
が
、
寮
の
女
性
ス
タ

ッ
フ
ら
は
率
先
し
て
防
止
・
削
除
依
頼
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
東
浩
紀
氏
に
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は
、
一
つ
も
削
除
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
岩
崎
氏
を
め
ぐ
る
女
性
関
連
の
コ
ン

テ
ン
ツ
ペ
ー
ジ
（
特
に
、
女
性
の
「
性
」
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ペ
ー
ジ
）

に
つ
い
て
、
岩
崎
氏
の
総
監
督
の
も
と
で
、
女
性
た
ち
自
身
が
お
互
い
に
監

督
す
る
形
で
運
営
す
る
方
針
が
、
岩
崎
氏
と
の
相
談
で
固
ま
っ
て
き
た
。 

 

二
〇
一
三
年 

 

 

岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
も
参
加
し
て
い
た
人
工
言
語
学
会
の
会
長
で
あ
っ

た
セ
レ
ン
＝
ア
ル
バ
ザ
ー
ド
こ
と
貞
苅
詩
門
（
服
役
中
）
が
、
元
妻
を
路
上

で
襲
う
事
件
が
起
き
る
。
事
件
の
一
因
に
、
警
察
の
不
祥
事
の
ほ
か
、
被
害

者
の
避
難
し
て
い
た
シ
ェ
ル
タ
ー
に
対
す
る
探
偵
活
動
が
あ
っ
た
た
め
、

大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
。
一
時
期
、
一
部
の
寮
生
た
ち
が
気
分
障
害
や
ヒ
ス

テ
リ
ー
を
呈
す
る
。 

 

こ
の
事
件
以
降
、
人
工
言
語
学
会
を
脱
退
し
、
い
っ
そ
う
情
報
の
秘
匿
に

努
め
る
と
共
に
、
レ
イ
プ
・
殺
人
未
遂
被
害
女
性
の
入
居
許
可
を
拡
大
し
て

い
る
。 

 

ま
た
、
岩
崎
氏
の
研
究
支
援
の
一
端
を
担
い
た
い
と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
、

先
の
三
サ
ー
ク
ル
以
外
に
も
発
足
。「
女
性
の
性
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
研

究
会
」
（
女
「
性
」
研
、J

O
S

E
IK

E
N

）
、
「
日
本
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｓ
協
会
」
が
こ
れ

に
当
た
る
。
岩
崎
の
フ
ァ
ン
の
女
性
メ
ン
バ
ー
が
居
住
し
て
い
た
附
属
女
子

寮
・
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
一
つ
で
あ
る
「
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
デ
ィ
ー

ス
東
京
」
に
、
こ
れ
ら
の
本
部
が
置
か
れ
る
。 

二
〇
一
三
年
～ 

 

複
数
の
競
合
す
る
大
学
の
学
生
や
不
登
校
・
心
身
障
害
女
性
た
ち
が
参
加

し
、
開
催
場
所
（
大
学
や
施
設
、
神
社
）
も
複
数
に
ま
た
が
る
。
一
つ
の
大

学
の
公
認
の
授
業
と
し
て
は
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
大
学
な
ど
の
教

育
機
関
を
離
れ
て
、
女
性
専
用
施
設
（
女
子
寮
、
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
、
心
身

障
害
女
性
施
設
な
ど
）
や
神
社
に
開
催
場
所
を
移
す
。
順
次
、
非
公
開
化
を

進
め
、
女
子
高
生
・
女
子
中
学
生
か
ら
の
共
感
覚
・
心
身
問
題
の
相
談
な
ど

へ
の
対
応
方
針
の
議
論
も
進
め
る
。  

 

二
〇
一
五
年 

  

日
本
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｓ
協
会
が
女
「
性
」
研
の
併
設
の
団
体
（
規
約
上
の
分
科
会
）

と
な
る
。
こ
れ
と
共
に
、
協
会
メ
ン
バ
ー
は
自
動
的
に
女
「
性
」
研
の
会
員
を

兼
ね
、
女
「
性
」
研
の
女
子
寮
へ
の
入
寮
が
優
先
的
に
可
能
と
な
っ
た
。
協
会

の
事
務
局
も
、
女
「
性
」
研
の
事
務
局
内
に
移
設
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
一
部
メ
ン
バ
ー
が
運
営
方
針
に
違
反
し
た

た
め
、
「
合
同
勉
強
会
」
、
「
お
話
を
聴
く
会
」
、
「
続 

会
い
た
い
会
」
の

三
つ
の
女
子
サ
ー
ク
ル
が
話
し
合
い
、
違
反
女
性
ら
を
追
放
処
分
。
こ
れ
ら
の

サ
ー
ク
ル
、
寮
の
合
同
ブ
ロ
グ
・T

w
itte

r

（
二
〇
一
四
年
開
設
）
の
閉
鎖
を
要

求
し
、
閉
鎖
と
な
る
。
元
の
三
サ
ー
ク
ル
を
中
心
と
す
る
岩
崎
へ
の
支
援
方
針

が
い
っ
そ
う
固
ま
る
。 

二
〇
一
六
年
～ 
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三
サ
ー
ク
ル
の
合
同
本
部
を
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
に
改
称
。
岩
崎
氏
よ

り
「
女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
」
を
提
供
さ
れ
、
「
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス

運
営
部
」
を
設
置
す
る
。
こ
の
「
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
」
の
各
ペ
ー
ジ
に
あ

る
女
性
た
ち
か
ら
の
相
談
内
容
は
、
元
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
岩
崎
氏
の
も
と
に

寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
精
神
・
身
体
症
状
の
解
説
も
、
原
案
は
岩
崎
氏

の
も
の
で
、
私
た
ち
へ
の
移
管
後
の
現
在
も
、
監
修
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
五
〇
名
余
り
の
女
性
た
ち
が
こ

の
十
年
間
に
岩
崎
純
一
氏
に
寄
せ
て
き
た
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、
そ

の
他
の
特
殊
知
覚
様
態
に
つ
い
て
の
相
談
、
体
験
談
、
質
問
、
要
望
な
ど
の

う
ち
、
女
性
に
特
有
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
女
性
た
ち
が
自
分
自
身

の
心
や
体
を
説
明
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
（
女
性
の
心
身
の
不
調
に
関

す
る
相
談
、
悩
み
や
苦
し
み
の
相
談
、
性
に
関
す
る
症
状
や
知
覚
・
共
感
覚

の
悩
み
相
談
、
性
被
害
・
性
依
存
・
性
症
状
の
相
談
、
希
死
念
慮
の
訴
え
、

共
感
覚
セ
ラ
ピ
ー
参
加
時
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
性
的
暴
行
の
被
害
、

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
卵
巣
が
ん
に
お
け
る
心
身
の
苦
し
み
の
相
談
、
そ
の

他
、
器
質
性
精
神
障
害
、
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
、
コ
タ
ー
ル
症
候
群
・

妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群
、
不
安
障
害
・
恐
怖
症
・
強
迫
性
障
害
・PTSD

（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
、
身
体
表
現
性
障
害
、
解
離
性
障
害
、
適
応
障

害
、
摂
食
障
害
、
睡
眠
障
害
、
性
関
連
障
害
、
人
格
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）

障
害
、
発
達
障
害
・
学
習
障
害
、
小
児
期
・
青
年
期
の
行
動
・
情
緒
障
害
や
、

C
B

T

（
認
知
行
動
療
法
）、
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
法
（E

x
p

o
su

re
 th

e
ra

p
y

、

暴
露
療
法
）、E

R
P

（
暴
露
反
応
妨
害
法
）、S

M
R

（S
lo

w
 M

in
d

fu
l 

R
e
p

e
titio

n

、
意
識
を
傾
注
し
て
行
う
ゆ
っ
く
り
と
し
た
反
復
）、E

M
D

R

（
眼

球
運
動
に
よ
る
脱
感
作
お
よ
び
再
処
理
法
）
な
ど
の
女
性
の
性
に
関
す
る
特

殊
な
精
神
・
身
体
症
状
の
医
学
的
解
説
と
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
） 

以
前
の
更
新
作
業
は
、
岩
崎
氏
の
勉
強
会
（
岩
崎
氏
の
サ
イ
ト
の
オ
フ
会
）

に
参
加
し
て
き
た
女
性
た
ち
が
多
く
暮
ら
す
女
性
寮
の
サ
イ
バ
ー
シ
ス
テ
ム

室
か
ら
行
っ
て
い
た
。
岩
崎
氏
か
ら
私
た
ち
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
管
理
・
運
営

代
行
の
ご
依
頼
が
あ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
私
た
ち
が
予
定
通
り
女
性
専
用

ス
ペ
ー
ス
に
移
管
す
る
と
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
っ
た
岩
崎
氏
の
サ
イ
ト

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
項
目
に
一
部
の
内
容
を
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス

（
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
管
理
）
へ
移
管
し
た
ペ
ー
ジ
マ
ー
ク
が
付
く
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
移
管
予
定
や
移
管
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
だ
元
の
ペ

ー
ジ
に
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
移
管
作
業
は
大
変
で
あ
っ
た
。 

 

◆
以
前
の
ロ
グ
イ
ン
画
面
の
文
言
の
転
記 

 

● 

ロ
グ
イ
ン
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
見
た
い
ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
下
さ
い
。 

● 

再
度

ID

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
要
求
さ
れ
た
場
合
は
、
同
じ

ID

と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
ご
入
力
す
る
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

● 

ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
に
は
、
ご
本
名
を
お
教
え
い
た
だ
い
た

1
8

歳
以
上

の
女
性
だ
け
を
ご
招
待
し
て
い
ま
す
。 

● 
ご
相
談
内
容
が
、
私
た
ち
が
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
の
女
性
寮
へ
の

ご
入
居
を
お
す
す
め
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
事
例
の
場
合
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（
性
暴
力
被
害
、
特
殊
な
性
症
状
な
ど
）
、
そ
の
旨
を
返
信
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
ご
入
居
い
た
だ
け
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ご
相
談
内
容
に
は
優
先
的
に
配
慮
い
た
し
し
ま
す
。 

● 
こ
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
文
章
・
画
像
な
ど
の
著
作
物
（
引
用
部
分

を
除
く
）
は
、
岩
崎
純
一
氏
の
著
作
物
、
ま
た
は
、
岩
崎
純
一
氏
の
著
作

物
を
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
向
け
に
修
正
し
た
も
の
を
含

み
ま
す
。
当
該
部
分
の
す
べ
て
の
著
作
権
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
修

正
部
分
を
含
め
、
岩
崎
氏
に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
」
の
一
般
向
け
ペ

ー
ジ
の
閲
覧
申
請
の
し
か
た 

 

● 

岩
崎
純
一
氏
あ
て
の
個
人
メ
ー
ル
に
、
以
下
の
内
容
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。 

● 

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
お
使
い
に
な
る
場
合
、「
ご
氏
名
」
欄
に
ご
本
名
、

「
お
問
い
合
わ
せ
内
容
」
欄
に
「
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
閲
覧
希
望
」
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。 

 

 
*
 

ご
氏
名
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
不
可
） 

 
*
 

職
種
（
学
生
、
無
職
な
ど
可
） 

 
*
 

ご
年
齢
（
二
十
代
、
五
十
代
な
ど
十
歳
単
位
で
も
可
） 

 
*
 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
旨 

 

● 

こ
れ
ま
で
に
岩
崎
氏
と
面
識
や
学
術
的
な
関
わ
り
の
あ
る
以
下
の
よ

う
な
女
性
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
岩
崎
氏
お
よ
び
女
性
専
用
ス

ペ
ー
ス
運
営
部
に
て
協
議
の
上
、
す
ぐ
に
閲
覧
を
許
可
し
、ID

・
パ
ス
ワ

ー
ド
を
発
行
い
た
し
ま
す
。 

（
岩
崎
氏
に
つ
い
て
研
究
・
論
文
執
筆
経
験
の
あ
る
女
性
、
サ
イ
ト
内
容

へ
の
ご
協
力
女
性
、
共
感
覚
実
験
へ
の
共
同
参
加
女
性
な
ど
） 

 

● 

岩
崎
氏
と
一
切
の
面
識
や
関
わ
り
の
な
い
女
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
閲

覧
許
可
ま
で
に
お
時
間
を
頂
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

● 

詳
し
く
は
、「
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
お
よ
び
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

型
女
性
寮
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
・
入
居
女
性
に
よ
る
特
殊
症
状
・
知
覚
の
解

説
の
分
担
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い 

 

 

岩
崎
と
女
性
陣
の
双
方
の
合
意
に
よ
り
、
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
（
女
性

中
心
）
が
「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（
岩
崎
が
所
長
）
に
吸
収
さ
れ
、
発

展
的
解
消
。
三
サ
ー
ク
ル
の
合
同
部
分
を
母
体
と
し
て
、
研
究
所
内
に
「
女

性
局
」
が
設
置
さ
れ
る
。
「
女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
」
も
継
承
。 

 

現
在
、
こ
の
女
性
専
用
の
サ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
は
、
岩
崎
氏
の
サ
イ
ト
内
に

て
ご
提
供
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
私
た
ち
の
住
む
寮
か
ら
更
新
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
内
容
が
、
岩
崎
氏
の
サ
イ
ト
か
ら
の
勉

強
会
参
加
女
性
（
特
に
上
記
ペ
ー
ジ
内
容
の
勉
強
会
へ
の
参
加
女
性
）
、
大

学
・
研
究
施
設
で
の
岩
崎
氏
の
授
業
・
講
義
の
聴
講
女
性
、
岩
崎
氏
の
ご
著
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書
の
読
者
女
性
た
ち
が
岩
崎
氏
の
も
と
に
寄
せ
て
き
た
相
談
や
体
験
談
で
あ

る
が
、
現
在
は
岩
崎
氏
か
ら
、
「
社
会
通
念
上
、
女
性
た
ち
自
身
が
管
理
・

運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
し
て
、
私
た
ち
に
移
管
さ
れ

て
い
る
。
岩
崎
氏
に
は
、
寮
の
運
営
そ
の
も
の
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
。 

 

一
時
期
は
、
岩
崎
氏
か
ら
の
強
い
ご
要
請
を
受
け
、
岩
崎
氏
が
ご
自
身
の

サ
イ
ト
で
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
岩
崎
氏
独
自
の
サ
イ
ト
シ
ス
テ
ム
を
私
た

ち
が
お
借
り
し
て
、
別
の
独
立
サ
イ
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、

岩
崎
氏
の
サ
イ
ト
シ
ス
テ
ム
内
に
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
す
る
形
で
、

運
営
し
て
い
る
。
「
岩
崎
氏
に
は
こ
れ
か
ら
も
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
い
う
相
談
女
性
た
ち
の
強
い
要
望
を
、
岩
崎
氏
に
は
半
分
ほ
ど
元

通
り
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
。 

 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
の
支
部
や
、
附
属
サ
ー
ク
ル
の
本
部
や
支
部
を
、

各
女
子
寮
事
務
局
内
に
移
動
。
東
京
藝
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
岩
崎
式
日
本

語
研
究
サ
イ
ト
な
ど
は
、
こ
れ
と
は
別
に
発
足
。 

 

日
本
で
は
不
可
能
なP

S
A

S

・R
e
G

S

な
ど
の
特
殊
身
体
症
状
の
治
療
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
メ
ン
バ
ー
女
性
た
ち
が
海
外
で
受
け
る
た
め
、
寮
の
一
部
機
能

を
海
外
ハ
ウ
ス
と
し
て
移
設
。 

二
〇
一
七
年
～ 

 

岩
崎
が
岩
崎
式
十
進
分
類
法
（IJ

D
C

）
に
基
づ
い
て
、
自
身
の
活
動
の
総

合
ア
ー
カ
イ
ブ
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
化
（IJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
）
を
開
始
。
旧

三
サ
ー
ク
ル
の
活
動
や
著
作
物
に
つ
い
て
も
、
女
性
局
が
整
理
を
開
始
。
最

終
的
に
は
、IJ

C
A

・IJ
C

W

へ
の
統
合
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。  

二
〇
一
八
年
～ 

 

女
性
か
ら
岩
崎
・IJ

A
I

へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
過
去
や
現
在
の
性
被
害
、
性

依
存
、
性
症
状
な
ど
の
相
談
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
た
め
、IJ

A
I

内

に
女
性
現
実
研
究
所
を
設
置
。
女
性
局
が
性
被
害
な
ど
の
調
査
研
究
・
通
報

部
隊
と
し
て
活
動
す
る
際
の
名
称
で
あ
り
、
編
成
もIJ

D
C

に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
。 

 

現
在
に
至
る
。 

   

六 

岩
崎
純
一
（IJ

A
I

所
長
、
女
性
局
長
、
女
性
現
実
研
究
所
最
高
代
表
、

連
携
女
子
寮
・
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
特
別
顧
問
）
が
教
員
・
講
師
（
非
常
勤
講

師
、
特
別
講
師
、
招
聘
講
師
、
ゲ
ス
ト
講
師
な
ど
）
を
務
め
る
大
学
の
現

役
女
子
学
生
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
に
関
す
る
注
意
事
項 

  
女
性
局
と
女
性
現
実
研
究
所
の
事
実
上
の
創
設
者
で
あ
る
岩
崎
純
一
は
、

様
々
な
大
学
に
お
い
て
、
様
々
な
職
名
・
臨
時
職
名
と
し
て
、
様
々
な
学
問
芸

術
を
講
義
し
て
お
り
、
そ
の
担
当
校
の
数
は
現
在
も
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
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中
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
個
人
と
し
て
岩
崎
・IJ

A
I

に
相
談
（
特
に
性
的
内
容
を

含
む
も
の
）
を
持
ち
込
み
、
回
答
を
得
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
後
も
岩
崎
・IJ

A
I

の
活
動
に
協
力
し
、
そ
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
女
子
学
生
（
や
女
性
教
員
）

の
所
属
す
る
（
し
た
）
大
学
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
岩
崎
が
教
員
・
講
師
を
務
め
る
大
学
の
現
役
女
子
学
生
か
ら
の
相
談

に
つ
い
て
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
大
学
側
の
諸
規
程
、
お
よ
び
、

昨
今
の
日
本
社
会
の
動
向
・
世
相
・
社
会
通
念
に
鑑
み
て
大
学
教
員
が
有
し
て

い
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
倫
理
道
徳
に
従
う
た
め
、
回
答
す
る
こ
と
自
体
が
（
禁

止
さ
れ
て
い
る
た
め
に
）
不
可
能
、
ま
た
は
極
め
て
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

事
実
そ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

該
当
す
る
大
学
の
現
役
女
子
学
生
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
岩
崎
・IJ

A
I

に

ご
相
談
い
た
だ
く
前
に
、
ま
ず
は
大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
生
相
談
室
や
セ

ク
ハ
ラ
被
害
相
談
窓
口
に
ご
相
談
下
さ
い
。
あ
る
い
は
、
岩
崎
・IJ

A
I

の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
相
談
を
お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
岩
崎
で
は
な
く
、
女
性

局
の
い
ず
れ
か
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ご
相
談
と
し
て
（
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
氏

名
を
宛
名
と
し
て
入
力
し
て
）
お
送
り
下
さ
い
。
当
該
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
回
答

い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
措
置
で

あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
、
心
苦
し
い
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
へ
の
ご
相
談
で
解
決
し
な
い
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
つ
で
も
ご
相
談
に
乗
り
ま
す
。
ま
た
、
当
の
大
学
の
担
当
教
師
や
事
務
職
員

が
セ
ク
ハ
ラ
や
性
的
暴
行
の
加
害
者
で
あ
る
場
合
も
、
当
然
最
初
か
ら
ご
相
談

に
乗
り
ま
す
。 

 

元
よ
り
、
女
性
の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
の
集
積
で
あ
る
女
性
資
料
も
、
こ
れ

を
含
む

IJ
C

A

も
、
岩
崎
の
い
か
な
る
大
学
の
教
員
・
講
師
へ
の
着
任
（
岩
崎

へ
の
い
か
な
る
大
学
か
ら
の
教
員
・
講
師
へ
の
着
任
要
請
）
に
も
先
行
し
て
構

築
・
整
備
さ
れ
て
き
た
「
知
」
の
巨
大
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
り
、
個
々
の
大
学
の

事
情
に
合
わ
せ
て
こ
の
あ
り
方
を
事
後
的
に
ね
じ
曲
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
女
子
学
生
の
皆
様
が
、
ご
相
談
内
容
に
つ
い
て
遠
慮
し
て
矮

小
化
さ
せ
た
り
、
ご
相
談
を
諦
め
て
泣
き
寝
入
り
し
た
り
す
る
必
要
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

  


